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 コピーミリング用ポーセレンとして Vita Celay Blanks(Vita Zahnfabrik Gmbh)、エッチ




 試料は、12×10 mm 厚さ 2.5 mm と直径 8 mm 厚さ 2.5 mm の 2 種類をセラミックブロックよ
り 64 個ずつ切り出し、5 %フッ化水素酸で 60 秒間エッチング後、流水下で水洗、アセトンに
て超音波洗浄後、乾燥した。12×10×2.5 mm 試料接着面に直径 5 mm の穴を開けたテープを貼
付して接着面積を規定した．試料を 16 組ずつ 4グループに分け、各種接着システムで接着を
行った。セメント練和はメーカー指示通りとし、プライマーとセメントは試料の両方に塗布、
5 N の力で圧接後、余剰セメントを除去し、試料の両側から 40 秒間ずつ光照射を行った。30
分経過後、37 ℃水中に 24 時間浸漬し、これを熱サイクル 0回とした。熱サイクル試験は 4 ℃
と 60 ℃の水中に 1分間ずつ浸漬して 1サイクルとし，100,000 回まで負荷した．試料は 8個
ずつ、熱サイクル 0 回と 100,000 回で万能試験機（島津製作所）を用い，クロスヘッドスピ




 熱サイクル 0 回において最も高い剪断接着強さを示したのは、バリオリンクⅡボンディン
グシステムで 55.0 MPa であった。しかしながら熱サイクル 0回において 4グループ間の剪断
接着強さに統計的有意差は認められなかった。 
 熱サイクル 100,000 回後には、全ての剪断接着強さは有意に低下したが、その低下の程度
は 4 グループ間で有意に異なり、バリオリンクⅡボンディングシステムにおいて、その低下
が最も小さく、熱サイクル 100,000 回後も 48.8 MPa という高い剪断接着強さを示した。 
 















 1．熱サイクル 0回では今回使用した全ての接着システムで十分な接着強さが得られた。 





 4．コピーミリング用ポーセレン Celay の接着システムとしては、5 %フッ化水素酸でエッチ
ングした後、モノボンド SとバリオリンクⅡによる接着が推奨される。 
 
 
